
 

4.2.3 利活用ゾーニング 

堺浜の活性化コンセプトである「環境創造のシンボル・魅力あるウォーターフロントの形成」を

実現するため、利活用ゾーニングを以下のとおりとします。 

堺浜の先端緑地は、J-GREEN 堺を核に多目的な交流広場としての活用を図る必要があるため、「ス

ポーツ・レクリエーションゾーン」と位置づけます。堺浜前面の水域については、生物配慮護岸等

の整備により水質改善を図る必要があることから、「自然環境創造ゾーン」と位置づけます。先端

緑地側の水域は人工干潟・浅場など大阪湾の自然再生・創造を図るため、「親水ゾーン」と位置づ

けます。堺浜えんため館周辺は、既存の商業施設を核として、周辺の立地特性を活かした賑わう場

を提供するため、「交流ゾーン」と位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

  

図 堺浜の利活用ゾーニング 

【親水ゾーン】 
・人工干潟等においては環境学習とし

ての活用を図る 

【自然環境創造ゾーン】 
・生物配慮護岸等の整備により水質改
善を図る 

【スポーツ・レクリエーションゾーン】

・J-GREEN堺を核に多目的な交流広場
としての活用を図る 

【交流ゾーン】 
・既存の商業施設を核として、海辺の立地

特性を活かした賑わう場を提供する 
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4.2.4 コンセプト実現に向けた課題及び活性化方策 

堺浜におけるコンセプト実現に向けた課題、活性化方策及び施策メニューは以下のとおりです。 
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